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ひらき・つなぎ・つむぐ

台湾高雄の経験から



自己紹介：松井 聰 １０ワード

１ 教師生活３８年 ６ 市内初学校運営協議会
２ 管理職１０年 ７ はまっこサポート創設
３ 日本人学校３年 ８ 復帰グランドデザイン
４ 塩浜学園副校長３年 ９ 小中一貫教育が最重点
５ 塩浜ふるさと防災科 １０ ひらき・つなぎ・つむぐ



ひらき・つなぎ・つむぐ
台湾高雄の経験から

台湾の出会い 緑の大地を求めて ～八田與一

高雄での実践が「つむぐ」につながったか？

あれから２３年も経ちました。当時の実践に
ついて、今に繋がってるものってありますか？

もし、当時の僕の実践、姿勢、生き方で今に
繋がってるものがあったら教えてください。



ひらき・つなぎ・つむぐ
派遣中～帰国後の発信

全 海 研派 遣 中

Ａ 海外から自国を見る。し
かも他国の人の目の高さで見
ることで、見えなかったもの
が見えてきた。

Ｂ 同じ目の高さでつながっ
た時に、さらに新しい人との
出会いが始まる。

Ｃ 松井さん、あんた台湾の
想いを日本に伝えてくれない
だろうか・・・。
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ひらき・つなぎ・つむぐ
この言葉で自分を伸ばす

全 海 研
少し辛抱して「しっかりと記録する」ことを
続けてほしい。いつの日か、自分の心に響く言葉
に出会う。他の人にとっては、何気ない言葉の中
にとてつもない力が潜んでいることに気づく。
その言葉に出会い、言葉を発した方の思いと向

き合う。そして、自分が勇気づけられ、「また頑
張ってみよう！」と元気になる。
それが、「自分を伸ばす言葉」なのである。



ひらき・つなぎ・つむぐ
「良さ」を生かす活動 H26年度～
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